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過疎地域を考えることは日本の将来を考えること

　私は、過疎地域に対する財政支援措置の運用・制度設計を担当しています。
　過疎地域は特に人口減少や少子高齢化が著しい地域であるため、担い手不足、交通・医療の
確保等様々な課題に直面しています。このため、過疎地域には、いわゆる過疎法により各種の支
援策が取られていますが、この過疎法は今年度末に期限切れとなることから、現在、過疎対策の
あり方を含め、各政党や政府において議論が活発に行われています。
　日々、様々な要望・意見に触れていますが、国の過疎対策に対する過疎地域の期待は大きいも
のです。そういった要望等に対して情報を整理して制度改正等を検討することは簡単なことでは
ありませんが、同時にやりがいを感じることでもあります。
　日本全体が人口減少する中、特に人口減少が著しい過疎地域は、日本全体が将来直面するで
あろう課題が先行して出てきている地域でもあります。過疎地域の課題に対して対策を考えるこ
とは、日本全体の将来の課題に対する対策を考えることでもあります。

職員が働く職場は職員が変える

　印象深い仕事として、会計業務の業務改革があります。係長として初めて行った仕事でもあり
ました。主に行ったことは、東京・千葉で７つあった給与等の支払機関を１つに統合したことと旅
費支給事務の簡素化です。
　特に支払機関の統合は、各機関での支払内容毎のフローの確認、統合に伴う問題点、内部規
定の整理等の課題を整理し検討する必要がありましたが、一つ一つ関係者と打ち合わせを重ね
統合するに至りました。これにより、支障無く、各支払機関毎の支払作業や会計検査院に提出す
る証拠書類の作成作業等を無くすことが出来ました。
　働き方改革がどの業界でも重要視されていますが、その為には職員の意識改革や上記のよう
に一つずつ業務自体を見直すことが重要だと考えます。
　総務省では働き方改革推進室が設置され、職員自らが職場を変える仕組みがあります。また、
現在働いている自治財政局ではオフィス改革にも取り組んでいます。
　主役は職員です。是非一緒に職員自身が働き易く、良い結果を出せる職場にしていきましょう。

「むーむー！」とニコニコしながら上に乗っかってくる息子（８か月）に
朝早く起こされるのも束の間、朝ごはんを食べていると「もう準備出
来たよー！」と朝から公園に行きたくてさっと準備を終えて玄関で靴
まで履いている娘の声が聞こえてきます。（平日はもたもたしている
のに。。）全然休ませて貰えません（笑）。土日の家族との時間があるか
ら平日頑張れます。
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総務省を志望した理由は何ですか？

　官庁訪問で職員の方々の熱心な話や人
柄に魅力を感じたためです。
　その中でも国と地方団体の両方で働け
ること、地方団体での勤務経験を国で制度
に反映できるという話が、市役所を志望し
ていながらも国家公務員にも興味があっ
た私には魅力に感じました。
　明確に国家公務員か地方公務員かを決
めていない人は、決める前に、是非一度話
を聞きに来てください。
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入省後、成長したと思うことは
何ですか？
　幅広い知識の取得や日々変わる状況に
応じた対応力を伸ばすことが出来た職場
だと思いますが、一番は人との関わりを大
事に出来るようになったことが人間として
成長出来たことだと思います。
　様々な業務を経験しましたが、一人で出
来た仕事はむしろ少なく、仕事は多くの人
の関わりにより結果が出るものがほとんど
です。また、仕事で知り合った人から話を聞
いて自分の仕事の仕方を見直すきっかけ
になることもあります。仕事にも、仕事を通
して自分を成長させる為にも人との関わり
が大切だと思います。
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